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授業科目  ＊老年看護学実習Ⅰ (2019 年度入学生) 単位  2 

履      修  必修 関連資格 高一種免(看護) ナンバリング NU31318J 

開講年次  3～4 開講時期 
後期・前

期 
該当ＤＰ 

 DP2-1 DP3-1 DP3-2 DP4-1 DP4-2 DP4-3 DP5-1 

DP5-2 

担当教員  溝部 昌子 

授業概要  

【実務家教員担当科目】 

 老年看護は、対象である高齢者を、生物医学的意味だけでなく、その暮らしや考え、ライフヒストリーなどの

多面的な視点から主体的存在と捉え、健康問題への対処のみならず、高齢者及びその家族が豊かな生を全

うすることを支える役割がある。このため、加齢性の心身変化への対応、対象及び環境の詳細なアセスメン

ト、専門的技術、調整の能力が必要であり、リハビリテーション看護領域で実践的に学ぶ。 

 実務家教員として、高齢者看護・介護の実務経験のある教員が、患者の看護を通して患者アセスメント、患

者とのコミュニケーション、様々な看護技術の提供を直接指導する。 

学生が達成すべき       

行動目標 

１．高齢者の看護ニーズを総合的に理解し、病態看護問題関連図を用いて情報共有できる 

２．高齢者とコミュニケーションを図り、対象と援助的な人間関係を形成できる 

３．高齢者の残存機能を活かした個別性のある看護過程が展開できる 

４．高齢者看護の実践能力を高めることができる 

５．チーム医療における看護師の役割と多職種との協働について理解できる 

６．高齢者の意思を尊重し、対象の尊厳を守ることができる 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0 8 39 10 0 43 100  

知識・理解 (DP1-1)         

知識・理解 (DP1-2)         

知識・理解 (DP1-3)         

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1)   10 5   15  

思考・判断 (DP2-2)         

関心・意欲 (DP3-1)  8 9    17  

関心・意欲 (DP3-2)   5   5 10  

態度(DP4-1)      10 10  

態度(DP4-2)   5 5   10  

態度 (DP4-3)      10 10  

技能・表現 (DP5-1)      10 10  

技能・表現 (DP5-2)   10   8 18  

技能・表現 (DP5-3)         

具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

対象の健康障害、老性変化と生活機能との関連を十分理解し、

同時に、看護方法の検討に当たっては患者及び家族の環境、主

観的状態を十分考慮に入れることで、対象の尊厳を守ることがで

きる。 

 患者アセスメントに当たっては、様々なツールや観察項目を駆

使し、老性変化を考慮した思考過程を記述できる。 

 対象の健康障害、老性変化と生活機能との関連を理解し、患

者及び家族の思いや希望を理解している。 

 患者アセスメントに当たっては、高齢者特有の観察項目、情

報収集が実施できる。 

授業計画 
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進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 
老年看護学実習要項を参照 

   

2 

    

3 

    

4 

    

5 

    

6 

    

7 

    

8 

    

9 

    

10 

    

11 

    

12 

    

13 

    

14 

    

15 

    

16     

17     

18     

19     

20     

21     

22     
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23     

24     

25     

26     

27     

28     

29     

30     

 

理解に必要な予備

知識や技能 

「成人・老年看護学概論」、「老年看護方法論」、「リハビリテーション看護学」、「成人・老年看護学演習」での

知識技術を習得していることを前提として、臨床場面では実践的な看護の展開を学ぶ 

  高齢者の生活機能の評価ツールを駆使して、アセスメント、ケアの評価に活用する 

テキスト 

正木治恵/真田弘美編：看護学テキスト NiCE 老年看護学概論改訂第 3 版,南江堂 

正木治恵/真田弘美編：看護学テキスト NiCE 老年看護学技術改訂第 3 版,南江堂 

山田律子:生活機能から見た老年看護過程第 3 版,医学書院 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

系統看護学講座 別巻３「リハビリテーション看護」第６版,医学書院 

系統看護学講座 専門 11「成人看護学 脳神経」「成人看護学運動器」,医学書院 

ナーシンググラフィカ EX 疾患と看護「脳神経」、「循環器」,メディカ出版  

授 業 以 外 の 学 習     

方法・受講生への  

メッセージ 

・老年看護学実習では、対象患者はリハビリテーション期にあり、疾患・治療の種類は様々です。また、同じ疾

患・治療であっても、対象の老性変化や併存疾患、環境、価値観などから看護方法や目標の設定は対象

個々に異なります。 

・対象患者についてよりよく理解する努力、そのための態度、アセスメント能力、わからないことを調べる力、

丁寧な看護技術の提供が必要です。 

・また、様々な場面で患者安全を最重視して臨む必要があります。自身の健康管理に努め、真摯で前向きな

学ぶ姿勢が求められます。 

達成度評価に関す

るコメント 

・別途示す「老年看護学実習 I 評価表」に基づき評価します。自己評価、臨地実習指導者からの評価、実習担

当教員との面談、科目責任者との面談により総合的に判定します。 

・「老年看護学実習 I 評価表」は、１老年看護学の基礎知識、2 高齢者の理解、3 対象との関係性の構築、4

看護診断と看護計画、５高齢者看護技術、6 チーム医療、７生活自立支援、8 高齢者観、9 専門職としての行

動が含まれます。 
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